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はじめに

　スバルのモータースポーツ活動の統括会社として1988年4月に設立されたスバルテクニカインターナシ
ョナル株式会社、STIは1989年の10万km世界速度記録を皮切りにWRC（世界ラリー選手権）など国
内外の競技へ参戦を開始。その一方でSTIは富士重工業のサービス部が所管するリンクエンジンの改
修事業も行なっていた。
　これは保証の過ぎたクルマのエンジンを有償で整備するメンテナンス事業だったが、STIは独自に収
益を上げるべく、1989年よりラリー競技用のパーツ開発・販売に着手。さらに同年12月にはモータース
ポーツのベースモデルとして「レガシィRSタイプRA」をリリースした。同モデルは競技用のスペシャルマ
シンで、多くのユーザーから高い評価を受けることとなったが、この成功をもとにSTIは競技者だけでな
く、広く一般のファンが楽しめるロードゴーイングカーを企画する。それがSTIの最初のコンプリートカーと
して1992年8月に発売された「レガシィ・ツーリングワゴンSTI」で、こうして後にカタログモデルに昇華
するヒットシリーズ“STIバージョン”が誕生。さらに、レガシィ・ツーリングワゴンをベースとする初代STIバ
ージョンでコンプリートカー事業を確立したSTIは、その後もインプレッサやレガシィ、フォレスター、エクシ
ーガ、BRZをベースにプレミアム路線の“Sシリーズ”や走りを極めた“RAシリーズ”、ハンドリングの“tSシ
リーズ”など、ベース車両を選ぶことなく、ニーズに合わせたコンプリートカーをリリースしていった。
　本書ではSTIが手がけてきた歴代のコンプリートカーを収録。当時のカタログを追いながら開発の背
景や技術的な特徴を解説したものである。パーツの解説写真はもちろん、コンセプトに合わせたイメージ
写真やモータースポーツシーンとのコラボレーションを連想させる図版は、スバルファンにとって貴重な資
料で、STIのコンプリートカーが持つ独自の存在感を楽しんでもらいたい。

　刊行にあたっては本書発行元の三樹書房ホームページ内での連載「M-BASE（エムベース）」を基
に図版、文章、巻末の年表や主要諸元表、モータースポーツ戦績の追加を実施した。また本書ではウ
ェブ連載と比較して、上述のように資料性を充実させることで、よりダイナミックな内容になっている。これ
もひとえに三樹書房の小林謙一氏、山田国光氏、木南ゆかり氏の多大なるご協力を得て本書にまとめ
られたものである。
　またカタログを中心とする資料に関してはSTIおよび富士重工業、フェロールームにご提供を頂いた。
この場を借りてご協力を頂いた方に感謝の意を表したい。

廣本 泉
編集部より

　本書に登場する車種名、会社名などの名称は、原則的に主要な参考文献となる、当時

のプレスリリース、広報発表資料、関係各メーカー発行の社史などにそって表記しておりま

すが、参考文献の発行された年代になどによって現代の表記と異なっている場合があり、

編集部の判断により統一させていただきました。

　なお、STIの「I」は当初、社名が大文字の「I」、製品名は小文字の「i」の表記になっ

ておりましたが本書ではすべて大文字の「I」で統一しています。また、本文では敬称を省

略させていただきました。ご了承下さい。

　名称表記、性能データ、事実関係等の記述に差異等お気づきの点がございましたら、

該当する資料とともに弊社編集部までご通知いただけますと幸いです。
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　四方寔
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〈参考文献〉
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広報資料、各種カタログ、宣伝用冊子類など
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第1章

レガシィRSタイプRA
1989年

STIの初代コンプリートカー
　パフォーマンスを追求するために経験豊富な職人が
技術とアイデアを投入―。そんなクラフトマンシップを
持つ名車が日本にも少なからず存在する。なかでも、ス
バルのモータースポーツ活動を統括するスバルテクニカ
インターナショナル、略称「STI」が手がけたコンプリート
カーは日本を代表するスポーツカーの一角を占めると言
っていい。
　1988年に誕生したSTIは、スバルブランドのマーケテ
ィングおよびプロモーションの一環としてモータースポーツ
活動を開始する一方で、独自に収益を上げるべく、保
証の過ぎたクルマのエンジンを有償で整備するリンクエン
ジン事業も展開。さらに1989年にはレガシィの全日本ラリ
ー選手権への投入に合わせてモータースポーツ用のパ
ーツ開発および販売を開始した。
　これが後にSTIの主要事業のひとつとなるパーツビジ
ネスへ繋がっていくのだが、これと同様にSTIはラリー競
技への投入を前提に限定モデルを発売する。これが
1989年12月に発売された「レガシィRSタイプRA」で、同
モデルがSTIの手がけた最初のコンプリートカーだった。
　レオーネに代わる主力モデルとして1989年1月にデビュ
ーし、10万km世界速度記録を更新したレガシィだった
が、同年4月、第2戦の「KANSAIラリー」より参戦を開
始した全日本ラリー選手権では、ギャランVR-4で挑む三
菱ユーザーを前に苦戦を強いられていた。
　そのため、富士重工業は同年10月にモータースポー
ツ用のベーシックグレードとして、ダンパーおよびスプリン
グ、ブッシュ類の強化を図った「レガシィRSタイプR」を
追加。その競技用グレードをベースにしたマシンこそ、レ
ガシィRSタイプRAで、「Handcrafted tuning by STI」
と謳われたとおり、パフォーマンスを追求すべく、STIの
手で徹底的にチューニングが行われていた。
　まずエンジンに関して言えば、ハイレベルのチューニン
グに対応すべく、鍛造ピストンおよび高耐圧コンロッドメタ
ルを採用するほか、吸排気ポートの段差修正研磨やクラ

ンクシャフト、フライホイールなど回転計系ユニットのバラ
ンス取りを行うことによってシャープなレスポンスを実現し
ていた。
　同時に足回りもダンパー、スプリングの強化を図るほ
か、各ブッシュ類の硬度をアップすることで、ラフロードで
の安定性が向上。さらに直進時のギア比が15、最大転
舵時で13というバリアブルギアレシオのエンジン回転数
感応型パワーステアリングを採用することによって、フル
転舵時付近のクイックな操作性と高速走行時における
安定性の両立を実現した。
　そのほか、ヘッドランプが強化されるほか、アンダーカ
ードが標準装着されるなど、まさに同モデルはラリーに最
適なマシンで初級から中級レベルの競技に関してはその
まま出場できるほどの仕上がりとなっていた。それだけに
モータースポーツユースでの人気が高く、当初は100台
限定モデルと発表されていたのだが、月産20台の販売
に変更。さらに1990年5月にはクロスミッションを搭載した
Bタイプが登場するほか、その後もCタイプ、Dタイプと
細かい仕様を変えながらスバルユーザーの主力モデル
として進化を重ねていった。
　「競技で勝てるクルマを作りたい。どちらかというとセー
ルスより技術主体のクルマでした」と語るのは当時STIで
国内営業を担当していた津田耕也だが、その期待に応
えるかのようにRSタイプRAを武器にスバルユーザーが国
内外のラリー競技で活躍した。まさに、同モデルはSTIに
とって技術プレゼンテーション的な一台で、後に定着す
るRAシリーズやスペックCシリーズの先駆けとなった。

STIの初代コンプリートカー、レガシィRSタイプRAは、モデル名のRA＝Record Attempt
（記録への挑戦）からも分かるように、レガシィによる10万km世界速度記録を達成した記
念モデルとして1989年12月に発売。ベースモデルは同年10月に発売されたレガシィRSタ
イプR（右図）で、これをもとに徹底的なモディファイが行われていた。（1989年9月発行）
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ベースモデルとなったレガシィRSタイプRはモータース
ポーツユースのベーシックグレードとしてリリース。スプリ
ングレートとダンパーの減衰力の最適化を図るほか、サ
スペンションの各部のブッシュ類の硬度アップを実施す
るなど足回りが強化されていた。

フロントスカート埋込ハロゲンフォグランプや高速対応フィン付ワ
イパーなど細部の作り込みにも余念がない。足回りの強化でコ
ントロール性が向上。多くのユーザーがレガシィRSタイプRを武
器に全日本ラリー選手権など多くのフィールドで活躍していた。

レガシィRSタイプRをベースに開発されたレガシィRSタイプRA
が1989年12月にデビュー。さらに1990年5月にはクロスミッ
ションを搭載したBタイプ（左図）が登場した。その後もレガシィ
RSタイプRA はCタイプ、Dタイプと細かい仕様を変えながら
スバルユーザーの主力モデルとして進化を重ねていった。

（1990年5月発行）

カムカバーのゴールドアルマイト処理が独特の存在
感を放つエンジンは、チューニングに合わせてデュア
ルラジエータファンを採用するなど、冷却性能の強
化も図られていた。また、エンジン回転数感応型の
バリアブルクイック・パワーステアリングを採用。ギア
レシオは直進時が15、最大転蛇時が13に設定さ
れており、最大転蛇時のクイックな操舵性と高速走
行時の安定性を両立した。足回りも専用のダンパー
およびスプリングを採用するほか、各ブッシュ類も硬
度の高い強化パーツを採用するなど細部の改良に
余念がない。その結果、グラベル路面でも高いレス
ポンス性能とトラクション性能を発揮するマシンに仕
上がっていた。（1990年5月発行）

レガシィはWRCで活躍しただけにレガシィRSタイプRAのカタログでも10万km世界速度記録の達成と合わせてWRCでの躍進がPRされていた。当時はイメージ
戦略の一環として、スポーツモデルとモータースポーツの関連づけが行われていた。（左：1992年5月発行　右：1990年5月発行）

エクステリアは極めてシンプルで、専用の15インチホ
イールとリヤの「RA」のロゴタイプが同モデルの特徴だ
った。とはいえ、グラベルラリーの必須アイテム、アン
ダーガードも標準装備。そのほか、ナイトステージに
対応すべく、ヘッドランプも60/55Wから100/80W
のハロゲンバルブに強化されていた。（1991年6月
発行）
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第2章

レガシィ・ツーリングワゴンSTI�
1992年

収益を得るために人気のワゴンで開発
　STIが初めてリリースした限定モデル、レガシィRSタイ
プRAは競技で勝つために開発されたコンペティションモ
デルで、セールスよりはパフォーマンスを重視して開発さ
れていたのだが、この限定モデルの活躍で、より多くの
スバルファンの注目を集めることに成功した。
　同時に「限定モデルは当時のSTI社長、久世（隆一
郎）さんのアイデア。その頃、富士重工業の川合（勇）社
長からWRCの活動資金は増やせない……と言われて
いたみたいで、なんとかクルマを作って儲けようとしたこ
とがきっかけでした」と語るのは当時のSTI技術部長、
四方寔だが、その言葉どおり、WRCでの活動予算を増
やすべく、独自に利益を上げることが求められていたこと
も影響したのだろう。レガシィRSタイプRAで限定車発売
の成功をおさめたSTIは競技者だけでなく、広く一般の
ファンが楽しめるロードゴーイングカーを企画。かくして
1992年8月、ストリートユースとしては初のコンプリートカー
となる「レガシィ・ツーリングワゴンSTI」が発売された。
　同モデルはその名のとおり、レガシィ・ツーリングワゴン
をベースに開発されていたのだが、その理由について
前述の四方は「スバルで一番売れているクルマで限定

モデルを作ろう……ということでレガシィのワゴンをベース
にしました」と語る。
　グレードも「GT」の4速ATモデルで、あくまでもセール
ス面を重視した車種選択だったが、「ワゴンのAT車両
でもちゃんと走れるようにやれることはやりました」と四方
が語るようにSTIならではの技術が注ぎ込まれていた。
　まず、特筆すべきポイントが専用ECU（エンジンコント
ロールユニット）を組み込んだエンジンで、これにより約
20psのパワーアップと、全域でトルクアップを実現。同時
にTCU（トランスミッションコントロールユニット）の制御にも
チューニングを図ることでよりスポーティなシフトタイミング
となっていた。もちろん、足回りに関しても専用のスポー
ツサスペンションが採用されており、当時、スバルのワー
クスチームでWRCを戦っていたアリ・バタネンが絶賛する
ほど抜群のハンドリングを獲得していた。
　一方、モータースポーツユースのレガシィRSタイプRA
と違って、ストリートユースのレガシィ・ツーリングワゴンSTI
ではエクステリアに関しても専用のカスタマイズが実施さ
れていた。オリジナルのフロントリップスポイラーを採用す
るほか、15インチのBBS製のアルミ鍛造ホイールを採用。
さらにインテリアに関してもチェリーレッドのステッチを持つ
エクセーヌシートを採用するなど、まさに走行性能のみな
らず、トータルでスポーティなコーディネイトが図られてい
たのである。
　同モデルは受注生産で全国200台限定の発売となっ
たが、STIのスピリッツを満載したスポーツカーとして好
調な売り上げを記録する。この成功をきっかけにSTIで
コンプリートカー事業が確立され、後のヒットシリーズとなる

“STIバージョン”が誕生する。こうしてSTIはモータース
ポーツ活動だけでなく、世界に誇るスポーツカーメーカー
としても注目を集めるようになったのである。

ストリートユースにおける初代コンプリートカーとなったのが、1992年8月、200台限
定で発売されたレガシィ・ツーリングワゴンSTIだった。セールスを考慮して人気の高
いワゴンのATモデルをベース車に採用。同モデルでは専用のフロントリップスポイラ
ーを筆頭に、バックドアSTI-WRCエンブレムやルーフサイドSTIステッカーを採用す
るなどエクステリアもスポーティに演出されていた。

専用ECUの採用で20psのパワーアップを実現するほか、TCUの制御を最適化することでスポーティなシフトタイミングを実現。これと同時にSTIの定番アイテムと
なるストラットタワーバーもこの初代STIバージョンで初めて採用されており、フロントの剛性が強化されていた。ちなみに、WRCでスバルのワークスドライバーを務
めていたアリ・バタネンが絶賛したダンパーはビルシュタイン製。そのほか、ホールド性の高いエクセーヌシートを採用するなど内装もスポーティに演出。シートには、
チェリーレッドのステッチ付きのデザインが初めて採用された。後にこのスポーティなシートもBBSホイール、ビルシュタインダンパーとともにSTIバージョンの定番アイ
テムとして定着していった。
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第3章

インプレッサWRX	STI�
1994年

人気シリーズの第1号モデル
　1992年10月、スバルは人気モデル、レガシィの姉妹モ
デルとしてコンパクトなボディに熟成のパワーユニット、
EJ20を詰め込んだインプレッサWRXを発売。その10ヵ
月後となる1993年8月には、WRC第9戦の1000湖ラリー

（フィンランド）でインプレッサのグループA仕様車がデビュ
ーするなど、スバルのスポーツモデルとして定着し、STI
コンプリートカーの登場は既定路線ともいえた。
　1989年にリリースした競技ユースの「レガシィRSタイプ
RA」でコンプリートカーの道を切り拓き、1992年に発売
したストリートユースの「レガシィ・ツーリングワゴンSTI」
で、コンプリートカーを主要事業として定着させたSTIは
1994年1月、満を持してインプレッサWRXをベースに開
発された初のコンプリートカー「インプレッサWRX STI」
を発売した。
　セダンとワゴンの2タイプを持つ同モデルの特徴は徹
底的にパフォーマンスが追求されたことで、耐久性に優
れた鍛造ピストンと専用ECU、油圧で自動的にタペット
調整を行う軽量のハイドロリックラッシュアジャスターなど
でエンジンを強化。さらに後にSTIシリーズや競技用モ
デルに定着するインタークーラーウォータースプレイおよ

び専用ノズルも初めて採用された。そのほか、5ドアのワ
ゴンではタービンやカムシャフトをセダンと共通の高出力
型パーツに変更。これらのエンジンチューニングによっ
て、セダンで10ps、ワゴンで30psのパワーアップとなる
250psのハイパワー化を実現した。
　このように同モデルでは細部にいたるまでエンジンの
強化が行われていたのだが、それに合わせてフロントス
トラットタワーバーや高性能ブレーキパッド、ブリヂストン
製の高性能15インチタイヤが採用されていた。
　さらにスポーティなエクステリアやインテリアも特徴で、
インプレッサの初代STIのスタイリングは独特なものだっ
た。なかでも、ポイントとなったのがセダンに採用された
大型のリヤスポイラーにほかならない。当時としては斬新
でインパクトの強いフォルムだったが、このスポーティなシ
ルエットが後のSTIモデルの代名詞として引き継がれて
いく。さらにインテリアに関してもSTIのロゴをあしらった
エクセーヌシートやナルディ製ステアリング、チェリーレッド
のステッチを採用したシフトノブを採用するなどスポーテ
ィにコーディネイトされていた。
　このようにインプレッサWRX STIは走行性能だけでな
く、内外装においても特別なものとなっていたのだが、そ
の製造方法も特別で、「Handcrafted & tuned by 
STI」と謳われていたとおり、ラインオフしたベースモデル
をファクトリーで専用アイテムに交換……といったように
STIの職人技術者たちの手作業によって丹念に製作さ
れていた。そのため、販売に関してもセダンとワゴンの合
計で月産100台限定の受注生産という体制にもかかわら
ず、ヒットを記録した。
　このインプレッサの初代STIモデルで成功を収めた
STIは1995年8月に「インプレッサWRX STIバージョン
Ⅱ」を発売しているのだが、同モデルよりSTIバージョン
は富士重工業のカタログモデルへ昇華する。その後も
1996年のバージョンⅢ、1997年のバージョンⅣ、1998年
のバージョンⅤ、1999年のバージョンⅥと年次改良に合
わせてリリースされるなど、インプレッサのSTIバージョン
は人気シリーズとして定着することとなった。

インプレッサ初のコンプリートカーとなった同モデルは4ドアセダンのほか、5ドアのス
ポーツワゴンもラインナップ。ハードなチューニングに対応すべく、5ドアのワゴンにもタ
ービン、カムシャフトなどはセダン用の高出力型パーツがインストールされていた。

鍛造ピストン、専用ECUを採用するほか、
軽量ハイドロリックラッシュアジャスターや強
化インタークーラーダクト、インタークーラーウ
ォータースプレイなど徹底的にエンジンを強
化。 最 高 出力は250ps でセダンでは
10ps、ワゴンで30psのパワーアップを実
現した。これと同時にマフラーはフジツボ製
のスポーツマフラーを採用。101.6φの大口
径マフラーで最大トルク31.5kg・mを発揮
し、全域でのトルクが向上したことでシャー
プなアクセルレスポンスを実現した。

走行性能のみならず、エクステリアもスポーティ
に一新。なかでも、セダンには高速走行時に
ダウンフォースを生み出すべく、大型リヤスポイ
ラーが装着されていた。この結果、安定性が
向上するほか、迫力あるフォルムに変貌。イン
テリアもスポーティにコーディネイトされており、イ
タリアの名門、ナルディ製の本革巻ステアリン
グを採用、さらに素早いシフトワークを可能とす
るショートタイプのシフトノブにもチェリーレッドの
ステッチが施されていた。そのほか、フロントシ
ートはセンター部にスウェード調のソフトな質感
を持つエクセーヌシートで、STIのロゴ刺繍とイ
メージカラーのチェリーレッドのステッチをあしらう
などディティールにこだわった仕上がりとなって
いた。
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第4章

インプレッサWRX	タイプRA	STI�
1994年

ハイテクデバイス「DCCD」を初採用した競技モデル
　1994年1月に発売したインプレッサWRX STIで好調
なセールスを記録したSTIはその9ヵ月後の同年9月、イ
ンプレッサのマイナーチェンジに合わせてインプレッサとし
ては2台目のコンプリートカーとなる「インプレッサWRXタ
イプRA STI」をリリースした。
　Record Attempt（記録への挑戦）のイニシャル、RA
からも分かるように、1989年に発売されたSTIの初代コン
プリートカー「レガシィRSタイプRA」と同様に競技ユース
を前提に開発。“ファクトリー・アドバンテージ。”とはカタログ
に記されたコピーだが、その言葉どおり、タイプRAには
磨き抜かれた技術と新しいアイデアが注ぎ込まれていた。
　まず、最大の特徴と言えば鍛造ピストンや強化シリン
ダーヘッド、専用ECUを採用したエンジンにほかならな
い。STIが得意とするファインチューニングの結果、最高
出力275ps、最大トルク32.5kg・mのハイスペックを実現
した。
　もちろん、このパワーアップに合わせてインタークーラー
ダクトをアルミ製およびフッソゴム製の強化品に交換して
耐久性を高めるほか、ラジエターファンをダブル化してエ
ンジン全体の冷却能力を高めるなどクーリング系パーツ

の強化にも余念がない。そのほか、拡散性能を高めたイ
ンタークーラーウォータースプレイと大容量タンクも競技ユ
ースとして開発された同モデルならではの装備である。
　一方、遊星歯車式センターデフに電磁クラッチ式の
LSDを組み合わせることによって、センターデフのロック
率をフリーからロックまでマニュアルでコントロールできる
DCCD（ドライバーズ・コントロール・センターデフ）が採用
されたことも技術的なトピックスと言っていい。当時、STI
で国内営業を担当していた津田耕也によれば「富士重
工業の企画を先取りさせていただいた」とのことだが、
この画期的なシステムの採用により、前後輪の駆動力の
伝達量をコントロールでき、さらにサイドブレーキを引けば
フリー、戻せば設定したロック率に復帰するサイドブレー
キ連動のデフロック強制解除機能も内蔵していたことか
ら、ラリーを筆頭に様 な々競技で抜群の性能を発揮する
マシンに仕上がった。
　そのほか、足回りやブレーキも徹底的に強化。エクス
テリアも室内の換気性能を高めるWRCタイプルーフベン
チレーターを採用、空力性能の高い大型リヤスポイラー
を装着するなど戦闘的なフォルムで、インテリアもオリジナ
ルシートを採用するなどスポーティに演出していた。
　まさにインプレッサWRXタイプRA STIは競技で勝つ
ために作られたマシンで、同モデルで初めて採用された
DCCDは競技で有効なハイテクデバイスとして、STIバ
ージョンなどのベースモデルに採用されることとなる。さら
に、月産50台の受注生産ながら数多くのユーザーが
様 な々競技で活躍することで、タイプRAがスバルのコン
ペティションモデルとして定着することになった。

インプレッサのマイナーチェンジに合わせて、インプレッサ初のRAモデルが月産50台
の受注生産で発売。特徴はファインチューニングされたエンジンで、鍛造ピストン、
強化シリンダーヘッド、専用ECUの採用により最高出力275ps、最大トルク
32.5kg・mのハイスペックを誇る。車両重量は1200kgの軽量ボディで、4.364と、
当時では国産車トップとなるパワーウェイトレシオを実現。インタークーラーダクトを強
化品に交換するほか、ラジエターファンもダブル化された。そのほか、センターデフ
のロック率を自在に調整できる「DCCD」を初めて搭載したことも大きな特徴で、サイ
ドブレーキにデフロック強制解除機能を内蔵し、リヤLSDを機械式とすることで様 な々
競技に対応できるようになった。

ナルディ製のステアリングホイールなど、随所にスポーティかつSTIらしい演出が見られる。カーボンパイプとアルミダイキャストで構成されたフロントストラットタワー
バーは、富士重工業のエアロスペースディビジョンが航空技術を応用して開発したアイテムである。この組織は、現在の航空宇宙カンパニーで、数 の々機体を防
衛省へ納入する実績がある。これによりシャープなハンドリングを実現した。ルーフのフロントセンター部にWRCイメージのベンチレーターを設置するなどラリー競技
の必須アイテムを装着したことで室内の換気性能が向上している。ちなみに、ホイールはゴールドカラーの16インチで、タイヤはブリヂストンのフラッグシップスポー
ツ、ポテンザが装着された。
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■年 表 � ※2016年9月現在
年 社長 主な特装車・特別仕様車 主な出来事

1988 4月　久世隆一郎就任 富士重工業㈱の子会社として創立（4月2日） （資本金5000万円）
増資1億5000万円 （11月2日）（増資後資本金2億円）

1989 レガシィRS-RA発売 増資5000万円（1月12日） （増資後資本金2億5000万円）
FIA公認、“スバル・レガシィ”10万km連続走行　世界速度新記録
223.345km/h達成

1990 1990年サファリからWRC（世界ラリー選手権）本格参戦
ベスト総合4位、サファリ史上初のグループN優勝

1991 WRCベスト総合3位
1992 レガシィツーリングワゴンSTI発売（200台限定） WRCベスト総合2位
1993 WRCニュージーランドでレガシィ初の総合優勝を獲得

WRC1000湖ラリーにインプレッサデビュー
レガシィ、APRCでマニュファクチャラーズ＆ドライバーズチャンピオン獲得

1994 インプレッサWRX STI発売
インプレッサWRX typeRA　STI発売

WRCアクロポリス、ニュージーランド、RACラリーでインプレッサが優勝
APRCで2年連続マニュファクチャラーズ&ドライバーズチャンピオン獲得

1995 インプレッサWRX　STIバージョンⅡ発売
インプレッサWRX typeRA　STIバージョンⅡ発売

WRCモンテカルロ、ポルトガル、ニュージーランド、カタルーニャ、RACラリ
ーで優勝
WRCでマニュファクチャラーズ＆ドライバーズ両チャンピオン獲得

1996 インプレッサWRX　STIバージョンIII発売 WRC アクロポリス、サンレモ、カタルーニャ優勝
インプレッサWRX typeRA　STIバージョンIII発売 WRCでマニュファクチャラーズチャンピオン獲得

APRCでドライバーズチャンピオン獲得
1997 10月　山田剛正就任 インプレッサWRX　STIバージョンIV発売 WRC初のWRカーを初戦から投入

クーペ　インプレッサWRX　typeR　STIバージョンⅣ発売 WRCでモンテカルロからサファリまで3連続優勝
インプレッサWRX　typeRＡ　STIバージョンⅣ発売 WRCでサンレモからRACラリーまでの3連続優勝　年間8勝を獲得

WRCでマニュファクチャラーズチャンピオン獲得（日本車初の3連覇達成）
1998 インプレッサ22B STIバージョン発売（400台限定） WRC ポルトガル、コルシカ、アクロポリス優勝

インプレッサWRX STIバージョンⅤ発売
インプレッサWRX　typeRＡ　STIバージョンV発売
クーペ　インプレッサWRX　typeR　STIバージョンV発売

1999 インプレッサWRX STIバージョンⅥ発売
インプレッサWRX　typeRＡ　STIバージョンⅥ発売
クーペ　インプレッサWRX　typeR　STIバージョンⅥ発売

WRCアルゼンチン、アクロポリス、フィンランド、オーストラリア、GB優勝

2000 インプレッサS201 STIバージョン発売（300台限定） WRCサファリ、ポルトガル、アルゼンチン、GB優勝
フォレスター　S/tb　STI発売　

2001 10月　桂田勝就任 フォレスターSTIⅡタイプM発売（800台限定） WRCニュージーランド優勝（初戦からニューエイジインプレッサで出場）
WRCドライバーズタイトル獲得

2002 インプレッサS202 STIバージョン発売（400台限定） WRCモンテカルロ、GB優勝（WRC通算35勝）
レガシィS401 STIバージョン発売（400台限定）

2003 WRCキプロス、オーストラリア、コルシカ、GB優勝
WRCドライバーズタイトル獲得
PWRCインプレッサ ニュージーランド、アルゼンチン、キプロス優勝
PWRCマーチン・ロウ　チャンピオン獲得

2004 インプレッサWRX STIスペックC typeRA発売（300台限定） WRCニュージーランド、アクロポリス、日本、GB、イタリア優勝
インプレッサ S203発売（555台限定） PWRCインプレッサ　オーストラリア優勝

PWRCナイオール・マクシェア　チャンピオン獲得
2005 レガシィtuned by STI 2005発売（600台限定）

インプレッサWRX STIスペックC typeRA 2005発売（350台限定）
インプレッサS204発売（600台限定）

WRCスウェーデン、メキシコ、GB優勝
PWRCインプレッサ　スウェーデン、キプロス、トルコ、アルゼンチン、GB、
日本、オーストラリア優勝
PWRC新井敏弘　チャンピオン獲得

2006 レガシィtuned by STI 2006発売（600台限定）
インプレッサWRX STIスペックC typeRA-R発売（300台限定）

PWRCインプレッサ　メキシコ、アルゼンチン、アクロポリス、オーストラリア、
ニュージーランド優勝
PWRCナッサー・アルアティヤー　チャンピオン獲得

2007 6月　工藤一郎就任 レガシィtuned by STI 2007発売（600台限定） PWRCインプレッサ　スウェーデン、アクロポリス、ニュージーランド、アイル
ランド優勝
PWRC新井敏弘　チャンピオン獲得

2008 レガシィS402発売（402台限定） 創立20周年
インプレッサWRX STI特別仕様車「STI 20th ANNIVERSARY」発売（300台限定）PWRC GB優勝

世界ラリー選手権ワークス活動の終了
2009 4月　日月丈志就任 エクシーガtuned by STI発売（300台限定） PWRCインプレッサ　アルゼンチン、イタリア優勝

ニュルブルクリンク24時間レース　総合33位、SP3Tクラス5位完走
2010 4月　唐松洋之就任 R205発売（400台）／レガシィtS発売（600台限定） PWRCインプレッサ　スウェーデン、ヨルダン、日本優勝

フォレスターtS発売（300台）／WRX STI tS発売（400台限定） ニュルブルクリンク24時間レース　総合24位、SP3Tクラス4位完走
2011 S206発売（300台） PWRCインプレッサ　ポルトガル、アルゼンチン、フィンランド、オーストラリ

ア、スペイン、GB優勝
　 PWRCヘイデン・パッドン　チャンピオン獲得

IRC新井敏弘　プロダクションカップチャンピオン獲得
ニュルブルクリンク24時間レース　総合21位、SP3Tクラス優勝

2012 エクシーガtS発売（300台限定）
レガシィ2.5iアイサイトtS発売（300台限定）

PWRCインプレッサ　ニュージーランド、イタリア優勝
IRCプロダクションカップ　コルシカ、イプルー、サンマリノ、チェコ、キプロ
ス優勝
ニュルブルクリンク24時間レース　総合28位、SP3Tクラス優勝

2013 WRX STI tS typeRA発売（300台限定） ERCアンドレアス・アイグナー　プロダクションカップチャンピオン獲得
BRZ tS発売（500台限定） ニュルブルクリンク24時間レース　総合26位、SP3Tクラス2位完走

2014 4月　平川良夫就任 フォレスターtS発売（300台限定） ニュルブルクリンク24時間レース　総合32位、SP3Tクラス4位完走
2015 BRZ tS発売（300台限定） ニュルブルクリンク24時間レース　総合18位、SP3Tクラス優勝

S207発売（400台限定） JRC新井敏弘　JN6クラスチャンピオン獲得
2016 XVハイブリッドtS発表 ニュルブルクリンク24時間レース　総合20位、SP3Tクラス優勝

フレキシブルタワーバー、フレキシ
ブルドロースティフナーフロント、チ
ューニングダンパー＆コイルスプリン
グなどtSシリーズの定番アイテムを
装着。さらに高剛性のクランプステ
ィフナーを装着することにより、い
ずれもベース車比で操舵応答の
応答遅れ時間を約15%低減する
ほか、ロールレートを約6%、ピッチ
レイトを約8%低減し、操縦安定性
および乗り心地の向上を実現して
いる。

カタログの裏表紙も表紙とリンクした仕
上がりで、デザイン性が高い。どこと
なく“スポカジ”の代名詞でもあるエク
ストリーム系の匂いが漂う。運転支援
システムのアイサイト（Ver.2）を標準
で装備するほか、後側方警戒支援シ
ステムのスバルリヤビークルディテクシ
ョン、ハイビームアシストなどアドバンス
ドセイフティパッケージがオプションで設
定され、安全性にも配慮されている。
そのため、以前からSTIコンプリートカ
ーに憧れていたファンだけでなく、初
めてSTIに興味を持った人も安全装
備に守られながら、STIの走りの楽し
さを体験できるクルマになっている。

こだわりの専用シートを装備。ブラッ
ク、オレンジ、アイボリーによるインパ
クトの強いカラーリングを施すほか、な
めらかな感触のウルトラスエードや本
革を組み合わせるなど、デザイン性の
みならず座り心地や快適性が高めら
れている。低反発の素材をクッション
に採用し、適度なホールド性を確保。
走行中の微振動を吸収することで疲
れを軽減している。
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2001年よりフリーランスのジャーナリスト、編集者として活動を開始。国内のみならず、
WRC（世界ラリー選手権）やWTCC（世界ツーリングカー選手権）、DTM（ドイツツー
リングカー選手権）、ニュルブルクリンク24時間レースなど海外でも積極的な取材を行
なっている。主にモータースポーツ専門誌、自動車情報誌に寄稿。近年はレポート執
筆のみならず、撮影も実施しており、さまざまな媒体に寄稿するほか、自動車メーカ
ーやパーツメーカーの広告、webサイトなども手がけている。
著書にSTIの活動をまとめた『STI　20年の軌跡』『STI　スバルブランドを世界に
響かせた25年』（いずれも三樹書房）がある。
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